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【留意事項】 
 

１ 本事例集の文言については、事案の内容に応じて適宜修正を行う。 

 

２ 本事例集は、令和６年１月１日現在の法令に基づき作成している。 
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Ⅰ 所得税及び復興特別所得税に係る加算税の理由附記文例 

 

１ 過少申告加算税（帳簿を提示等しなかった場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の修正申告書

（当初申告は期限内申告書）により納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額 

×××，×××円に、国税通則法第６５条の規定により計算した過少申告加算税××，×××円

を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該修正申告書は、調査の結果に基づくものであるため、更正を予知

しない修正申告書には該当せず、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて正

当な理由があると認められるものはありません。 

おって、××税務署の当該職員が、令和×年××月××日から令和×年××月××日までの間

×回にわたり、あなたの自宅に臨場し、あなたの売上げに関する調査に必要な当年分の帳簿の提

示又は提出をあなたに求めましたが、あなたは当該職員に当該帳簿の提示又は提出をしませんで

したので、上記の過少申告加算税の額は、国税通則法第６５条第１項及び第２項の規定により計

算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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２ 過少申告加算税（帳簿への記載又は記録が著しく不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の修正申告書

（当初申告は期限内申告書）により納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額 

×××，×××円に、国税通則法第６５条の規定により計算した過少申告加算税××，×××円

を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該修正申告書は、調査の結果に基づくものであるため、更正を予知

しない修正申告書には該当せず、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて正

当な理由があると認められるものはありません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当年分の国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又は記

録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認められるた

め、上記の過少申告加算税の額は、同条第１項及び第２項の規定により計算した金額に、同条第

４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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３ 過少申告加算税（帳簿への記載又は記録が不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の修正申告書

（当初申告は期限内申告書）により納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額 

×××，×××円に、国税通則法第６５条の規定により計算した過少申告加算税××，×××円

を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該修正申告書は、調査の結果に基づくものであるため、更正を予知

しない修正申告書には該当せず、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて正

当な理由があると認められるものはありません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当年分の国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又は記

録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の３分の２に満たないと認められるた

め、上記の過少申告加算税の額は、同条第１項及び第２項の規定により計算した金額に、同条第

４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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４ 無申告加算税（納付すべき税額が３００万円を超えている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたが提出した当該確定申告書により納付すべき税額は３００万円を超えており、

また、当該確定申告書の提出により納付すべき税額の計算の基礎となった事実のうちに、その確

定申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについてあなたの責めに帰すべき事由がないと

認められるものはありませんので、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第３項の規

定により計算した金額としています。 

以下余白 
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５ 無申告加算税（帳簿を提示等しなかった場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、××税務署の当該職員が、令和×年××月××日から令和×年××月××日までの間

×回にわたり、あなたの自宅に臨場し、あなたの売上げに関する調査に必要な当年分の帳簿の提

示又は提出をあなたに求めましたが、あなたは当該職員に当該帳簿の提示又は提出をしませんで

したので、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項の規定により計算

した金額に、同条第５項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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６ 無申告加算税（帳簿への記載又は記録が著しく不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当年分の国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又は記

録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認められるた

め、上記の無申告加算税の額は、同法第６６条第１項及び第２項の規定により計算した金額に、

同条第５項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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７ 無申告加算税（帳簿への記載又は記録が不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当年分の国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又は記

録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の３分の２に満たないと認められるた

め、上記の無申告加算税の額は、同法第６６条第１項及び第２項の規定により計算した金額に、

同条第５項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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８ 無申告加算税（過去５年以内に無申告加算税が賦課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたは、令和×年××月××日付で所得税及び復興特別所得税について無申告加算

税を賦課決定されており、当該確定申告書の提出があった日の前日から起算して５年前の日まで

の間に、所得税及び復興特別所得税について、無申告加算税を課されたことがあると認められま

すので、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項の規定により計算し

た金額に、同条第６項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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９ 無申告加算税（前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得税について無申告加算税が課さ

れている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項

の規定により計算した金額に、同条第６項の規定により計算した金額を加算した金額としていま

す。 

記 

次の１及び２のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得

税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されたことが

あると認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無申告加

算税の賦課決定をされていること。 

２ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無申告加

算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 
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10 無申告加算税（前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得税について特定無申告加算税等 

が課されるべきと認められる場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項

の規定により計算した金額に、同条第６項の規定により計算した金額を加算した金額としていま

す。 

記 

次の１及び２のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得

税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されるべきで

あると認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出

しており、法定申告期限である令和×年××月××日までに提出されていなかったことについ

て正当な理由は認められず、また、当該確定申告書の提出は、調査通知前になされたものでは

ないこと。 

２ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出

しており、法定申告期限である令和×年××月××日までに提出されていなかったことについ

て正当な理由は認められず、また、当該確定申告書の提出は、調査通知前になされたものでは

ないこと。 

以下余白 

 

注１：前年分及び前々前年分の所得税及び復興特別所得税について修正申告書（当初申告は

期限後申告書）が提出されており、無申告加算税が課されるべきであると認められる場合に

は次のように記載する。 

 

・・・次の１及び２のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復

興特別所得税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が

課されるべきであると認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の修正申告書

（当初申告は期限後申告書）を提出しており、当該修正申告書は、調査通知前になされ

たものではなく、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の基礎と

なった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて

正当な理由があると認められるものはないこと。 

２ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の修正申告書

（当初申告は期限後申告書）を提出しており、当該修正申告書は、調査通知前になされ
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たものではなく、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の基礎と

なった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて

正当な理由があると認められるものはないこと。 

 

注２：例えば、前年分の所得税及び復興特別所得税については無申告加算税が既に課されて

おり、前々年分の所得税及び復興特別所得税については無申告加算税が課されるべきと認め

られるような場合には文例を組み合わせて、次のように記載する。 

 

・・・次の１のことから、あなたの当年分の前年分の所得税及び復興特別所得税につい

て国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されたことがあ

り、また、次の２のことから、あなたの当年分の前々年分の所得税及び復興特別所得税に

ついて特定無申告加算税等が課されるべきと認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無

申告加算税の賦課決定をされていること。 

２ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の確定申告書

を提出しており、法定申告期限である令和×年××月××日までに提出されていなかっ

たことについて正当な理由は認められず、また、当該確定申告書の提出は、調査通知前

になされたものではないこと。 

 

注３：前年分又は前々年分の所得税及び復興特別所得税について国税通則法第６８条第２項

の規定に基づき重加算税が課されるべきと認められる場合であっても、これらの年分に係る

隠蔽又は仮装の具体的事実を記載することは要しない。 
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11 無申告加算税（納付すべき税額が３００万円を超えている場合において、帳簿への記載又は記

録が著しく不十分であり、かつ、前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得税について無申

告加算税が課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６

６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記１ないし３のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第３項

の規定により計算した金額に、同条第５項の規定により計算した金額及び同条第６項の規定によ

り計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ あなたが提出した当該確定申告書により納付すべき税額は３００万円を超えており、また、

当該確定申告書の提出により納付すべき税額の計算の基礎となった事実のうちに、その確定申

告前の税額の計算の基礎とされなかったことについてあなたの責めに帰すべき事由がないと認

められるものはありません。 

２ あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの当年分

の国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又は記録

は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認められます。 

３ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得

税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されたことが

あると認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無申告

加算税の賦課決定をされていること。 

⑵ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無申告

加算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 
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12 重加算税（前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得税について重加算税（無申告加算税

に代えて課されるもの）が課されている場合） 

 

下記１のとおり隠蔽又は仮装の事実が認められましたので、あなたが令和×年××月××日に

提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書により納付すべきこととなる所得税及

び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６８条の規定により計算した重加算税

××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記２のことから、上記の重加算税の額は、国税通則法第６８条第２項の規定により

計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ 【当年分の隠蔽又は仮装の具体的事実を記載する。】 

２ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得

税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されたことが

あると認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について国税通

則法第６８条第２項の規定により重加算税の賦課決定をされていること。 

⑵ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について国税通

則法第６８条第２項の規定により重加算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 
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13 重加算税（前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得税について特定無申告加算税等が課

されるべきと認められる場合） 

 

下記１のとおり隠蔽又は仮装の事実が認められましたので、あなたが令和×年××月××日に

提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書により納付すべきこととなる所得税及

び復興特別所得税の額×××，×××円に、国税通則法第６８条の規定により計算した重加算税

××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記２のことから、上記の重加算税の額は、国税通則法第６８条第２項の規定により

計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ 【当年分の隠蔽又は仮装の具体的事実を記載する。】 

２ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得

税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されるべきと

認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提

出しており、法定申告期限である令和×年××月××日までに提出されていなかったことに

ついて正当な理由は認められず、また、当該確定申告書の提出は、調査通知前になされたも

のではないこと。 

⑵ あなたは令和×年××月××日に令和×年分所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提

出しており、法定申告期限である令和×年××月××日までに提出されていなかったことに

ついて正当な理由は認められず、また、当該確定申告書の提出は、調査通知前になされたも

のではないこと。 

以下余白 

 

 

注：前年分又は前々年分の所得税及び復興特別所得税について国税通則法第６８条第２項の

規定に基づき重加算税が課されるべきと認められる場合であっても、これらの年分に係る隠

蔽又は仮装の具体的事実を記載することは要しない。 
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14 無申告加算税及び重加算税（無申告加算税及び重加算税が課される場合で、帳簿への記載又は

記録が著しく不十分であり、かつ、前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得税について無

申告加算税が課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書に

より納付すべきこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円のうち 

×××，×××円に、国税通則法第６６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を

賦課決定します。 

また、下記１のとおり隠蔽又は仮装の事実が認められましたので、当該事実に基づき納付すべ

きこととなる所得税及び復興特別所得税の額×××，×××円については、国税通則法第６８条

の規定により計算した重加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

また、下記２及び３のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び

第２項の規定により計算した金額に、同条第５項の規定により計算した金額及び同条第６項の規

定により計算した金額を加算した金額としています。 

おって、下記３のことから、上記の重加算税の額は、国税通則法第６８条第２項の規定により

計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ 【当年分の隠蔽又は仮装の具体的事実を記載する。】 

２ あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの当年分

の国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又は記録

は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認められます。 

３ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当年分の前年分及び前々年分の所得税及び復興特別所得

税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申告加算税等が課されたことが

あると認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無申告

加算税の賦課決定をされていること。 

⑵ あなたは令和×年××月××日付で令和×年分所得税及び復興特別所得税について無申告

加算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 
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Ⅱ 消費税及び地方消費税に係る加算税の理由附記文例 

 

１ 過少申告加算税（帳簿を提示等しなかった場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の修正申告書

（当初申告は期限内申告書）により納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額 

×××，×××円に、国税通則法第６５条の規定により計算した過少申告加算税××，×××円

を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該修正申告書は、調査の結果に基づくものであるため、更正を予知

しない修正申告書には該当せず、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて正

当な理由があると認められるものはありません。 

おって、××税務署の当該職員が、令和×年××月××日から令和×年××月××日までの間

×回にわたり、あなたの自宅に臨場し、あなたの売上げに関する調査に必要な当課税期間に係る

帳簿の提示又は提出をあなたに求めましたが、あなたは当該職員に当該帳簿の提示又は提出をし

ませんでしたので、上記の過少申告加算税の額は、国税通則法第６５条第１項及び第２項の規定

により計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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２ 過少申告加算税（帳簿への記載又は記録が著しく不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の修正申告書

（当初申告は期限内申告書）により納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額 

×××，×××円に、国税通則法第６５条の規定により計算した過少申告加算税××，×××円

を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該修正申告書は、調査の結果に基づくものであるため、更正を予知

しない修正申告書には該当せず、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて正

当な理由があると認められるものはありません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当課税期間に係る国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記

載又は記録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認めら

れるため、上記の過少申告加算税の額は、同条第１項及び第２項の規定により計算した金額に、

同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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３ 過少申告加算税（帳簿への記載又は記録が不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の修正申告書

（当初申告は期限内申告書）により納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額 

×××，×××円に、国税通則法第６５条の規定により計算した過少申告加算税××，×××円

を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該修正申告書は、調査の結果に基づくものであるため、更正を予知

しない修正申告書には該当せず、また、当該修正申告書の提出に基づき納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについて正

当な理由があると認められるものはありません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当課税期間に係る国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記

載又は記録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の３分の２に満たないと認めら

れるため、上記の過少申告加算税の額は、同条第１項及び第２項の規定により計算した金額に、

同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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４ 無申告加算税（納付すべき税額が３００万円を超えている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたが提出した当該確定申告書により納付すべき税額は３００万円を超えており、

また、当該確定申告書の提出により納付すべき税額の計算の基礎となった事実のうちに、その確

定申告前の税額の計算の基礎とされなかったことについてあなたの責めに帰すべき事由がないと

認められるものはありませんので、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第３項の規

定により計算した金額としています。 

以下余白 
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５ 無申告加算税（帳簿を提示等しなかった場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、××税務署の当該職員が、令和×年××月××日から令和×年××月××日までの間

×回にわたり、あなたの自宅に臨場し、あなたの売上げに関する調査に必要な当課税期間に係る

帳簿の提示又は提出をあなたに求めましたが、あなたは当該職員に当該帳簿の提示又は提出をし

ませんでしたので、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項の規定に

より計算した金額に、同条第５項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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６ 無申告加算税（帳簿への記載又は記録が著しく不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当課税期間に係る国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記

載又は記録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認めら

れるため、上記の無申告加算税の額は、同法第６６条第１項及び第２項の規定により計算した金

額に、同条第５項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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７ 無申告加算税（帳簿への記載又は記録が不十分である場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの

当課税期間に係る国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記

載又は記録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の３分の２に満たないと認めら

れるため、上記の無申告加算税の額は、同法第６６条第１項及び第２項の規定により計算した金

額に、同条第５項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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８ 無申告加算税（過去５年以内に無申告加算税が賦課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、あなたは、令和×年××月××日付で消費税及び地方消費税について無申告加算税を

賦課決定されており、当該確定申告書の提出があった日の前日から起算して５年前の日までの間

に、消費税及び地方消費税について、無申告加算税を課されたことがあると認められますので、

上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項の規定により計算した金額

に、同条第６項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

以下余白 
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９ 無申告加算税（前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について無申告加

算税が課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項

の規定により計算した金額に、同条第６項の規定により計算した金額を加算した金額としていま

す。 

記 

次の１及び２のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年に課税期

間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定

無申告加算税等が課されたことがあると認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税期

間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

２ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税期

間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 
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10 無申告加算税（前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について特定無申

告加算税等が課されるべきと認められる場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び第２項

の規定により計算した金額に、同条第６項の規定により計算した金額を加算した金額としていま

す。 

記 

次の１及び２のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年に課税期

間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定

無申告加算税等が課されるべきであると認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税期間

分消費税及び地方消費税の確定申告書を提出しており、法定申告期限である令和×年××月×

×日までに提出されていなかったことについて正当な理由は認められず、また、当該確定申告

書の提出は、調査通知前になされたものではないこと。 

２ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税期間

分消費税及び地方消費税の確定申告書を提出しており、法定申告期限である令和×年××月×

×日までに提出されていなかったことについて正当な理由は認められず、また、当該確定申告

書の提出は、調査通知前になされたものではないこと。 

以下余白 

 

注１：前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について修正申告書（当

初申告は期限後申告書）が提出されており、無申告加算税が課されるべきであると認められ

る場合には次のように記載する。 

 

・・・次の１及び２のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年

に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に

規定する特定無申告加算税等が課されるべきであると認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課

税期間分消費税及び地方消費税の修正申告書（当初申告は期限後申告書）を提出してお

り、当該修正申告書は、調査通知前になされたものではなく、また、当該修正申告書の

提出に基づき納付すべき税額の計算の基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税

額の計算の基礎とされなかったことについて正当な理由があると認められるものはない

こと。 

２ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課
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税期間分消費税及び地方消費税の修正申告書（当初申告は期限後申告書）を提出してお

り、当該修正申告書は、調査通知前になされたものではなく、また、当該修正申告書の

提出に基づき納付すべき税額の計算の基礎となった事実のうちに、その修正申告前の税

額の計算の基礎とされなかったことについて正当な理由があると認められるものはない

こと。 

 

注２：例えば、前年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税については無申告加算税が

既に課されており、前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税については無申告加

算税が課されるべきと認められるような場合には文例を組み合わせて、次のように記載す

る。 

・・・次の１のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年に課税期間が開始

した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定無申

告加算税等が課されたことがあり、また、次の２のことから、あなたの当課税期間の初日

の属する年の前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について特定無申告加算

税等が課されるべきと認められます。 

１ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日

課税期間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

２ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課

税期間分消費税及び地方消費税の確定申告書を提出しており、法定申告期限である令和

×年××月××日までに提出されていなかったことについて正当な理由は認められず、

また、当該確定申告書の提出は、調査通知前になされたものではないこと。 

 

注３：前年又は前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６

８条第２項の規定に基づき重加算税が課されるべきと認められる場合であっても、これらの

課税期間に係る隠蔽又は仮装の具体的事実を記載することは要しない。 
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11 無申告加算税（納付すべき税額が３００万円を超えている場合において、帳簿への記載又は記

録が著しく不十分であり、かつ、前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税に

ついて無申告加算税が課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６６条

の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記１ないし３のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第３項

の規定により計算した金額に、同条第５項の規定により計算した金額及び同条第６項の規定によ

り計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ あなたが提出した当該確定申告書により納付すべき税額は３００万円を超えており、また、

当該確定申告書の提出により納付すべき税額の計算の基礎となった事実のうちに、その確定申

告前の税額の計算の基礎とされなかったことについてあなたの責めに帰すべき事由がないと認

められるものはありません。 

２ あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの当課税

期間に係る国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又

は記録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認められ

ます。 

３ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年に課税期

間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定

無申告加算税等が課されたことがあると認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税

期間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

⑵ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税

期間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 
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12 重加算税（前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について重加算税（無

申告加算税に代えて課されるもの）が課されている場合） 

 

下記１のとおり隠蔽又は仮装の事実が認められましたので、あなたが令和×年××月××日に

提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書により納付すべきこととなる消費税及

び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６８条の規定により計算した重加算税 

××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記２のことから、上記の重加算税の額は、国税通則法第６８条第２項の規定により

計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ 【当課税期間の隠蔽又は仮装の具体的事実を記載する。】 

２ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年に課税期

間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定

無申告加算税等が課されたことがあると認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税

期間分消費税及び地方消費税について国税通則法第６８条第２項の規定により重加算税の賦

課決定をされていること。 

⑵ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税

期間分消費税及び地方消費税について国税通則法第６８条第２項の規定により重加算税の賦

課決定をされていること。 

以下余白 
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13 重加算税（前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について特定無申告加

算税等が課されるべきと認められる場合） 

 

下記１のとおり隠蔽又は仮装の事実が認められましたので、あなたが令和×年××月××日に

提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書により納付すべきこととなる消費税及

び地方消費税の額×××，×××円に、国税通則法第６８条の規定により計算した重加算税 

××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

おって、下記２のことから、上記の重加算税の額は、国税通則法第６８条第２項の規定により

計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ 【当課税期間の隠蔽又は仮装の具体的事実を記載する。】 

２ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年に課税期

間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定

無申告加算税等が課されるべきと認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税期

間分消費税及び地方消費税の確定申告書を提出しており、法定申告期限である令和×年××

月××日までに提出されていなかったことについて正当な理由は認められず、また、当該確

定申告書の提出は、調査通知前になされたものではないこと。 

⑵ あなたは令和×年××月××日に自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税期

間分消費税及び地方消費税の確定申告書を提出しており、法定申告期限である令和×年××

月××日までに提出されていなかったことについて正当な理由は認められず、また、当該確

定申告書の提出は、調査通知前になされたものではないこと。 

以下余白 

 

 

注：前年又は前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６８

条第２項の規定に基づき重加算税が課されるべきと認められる場合であっても、これらの課

税期間に係る隠蔽又は仮装の具体的事実を記載することは要しない。 
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14 無申告加算税及び重加算税（無申告加算税及び重加算税が課される場合で、帳簿への記載又は

記録が著しく不十分であり、かつ、前年及び前々年に課税期間が開始した消費税及び地方消費税

について無申告加算税が課されている場合） 

 

あなたが令和×年××月××日に提出した当課税期間の消費税及び地方消費税の確定申告書に

より納付すべきこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円のうち×××，×××円

に、国税通則法第６６条の規定により計算した無申告加算税××，×××円を賦課決定します。 

また、下記１のとおり隠蔽又は仮装の事実が認められましたので、当該事実に基づき納付すべ

きこととなる消費税及び地方消費税の額×××，×××円については、国税通則法第６８条の規

定により計算した重加算税××，×××円を賦課決定します。 

なお、あなたが提出した当該確定申告書は、調査の結果に基づくものであるため、決定を予知

しない期限後申告書には該当せず、また、期限内申告書の提出がなかったことについて正当な理

由があると認められません。 

また、下記２及び３のことから、上記の無申告加算税の額は、国税通則法第６６条第１項及び

第２項の規定により計算した金額に、同条第５項の規定により計算した金額及び同条第６項の規

定により計算した金額を加算した金額としています。 

おって、下記３のことから、上記の重加算税の額は、国税通則法第６８条第２項の規定により

計算した金額に、同条第４項の規定により計算した金額を加算した金額としています。 

記 

１ 【当課税期間の隠蔽又は仮装の具体的事実を記載する。】 

２ あなたが令和×年××月××日に××税務署の当該職員に提示又は提出したあなたの当課税

期間に係る国税通則法第６５条第４項に規定する帳簿におけるあなたの売上げの金額の記載又

は記録は、当該帳簿に記載し、又は記録すべき売上げの金額の２分の１に満たないと認められ

ます。 

３ 次の⑴及び⑵のことから、あなたの当課税期間の初日の属する年の前年及び前々年に課税期

間が開始した消費税及び地方消費税について国税通則法第６６条第６項第２号に規定する特定

無申告加算税等が課されたことがあると認められます。 

⑴ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税

期間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

⑵ あなたは令和×年××月××日付で自令和×年××月××日至令和×年××月××日課税

期間分消費税及び地方消費税について無申告加算税の賦課決定をされていること。 

以下余白 

 

 


